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クラブ奉仕川村徳男職

特集　テーマ　少年非行問題への提言
パネルデスカッション　少年非行を私達はかく考える

～～～仙意　見　発　表～～～

★Aテーブル

発表者　佐藤元伸君

参加者　高田耕助．佐藤元伸．佐藤　忠．

小松広穂．上野三郎．小池繁治．

嶺岸光吉．三井　徹．佐々木尚伸（鶴

岡西R．C．）の各氏

○文化の発達と人間形成の問題では、家庭における

しつけが大切で、親が中心になって考えなくては

ならない。特に幼児期から体で覚えさせるなど、

学校に入る前からしっかりとしつけを行うことが

必要と思う。現代は物が豊富で、親は子供に物を

与え過ぎ、放任すぎる。また、先生の中には、学

校では学問のみを教え、しつけは家庭で行うべき

だとする意見が多いと聞く。親の方は先生が学問

としつけと両方やってほしいという考えが多いよ

うに思う。しかし、社会環境の変化があるとして

も責任を転嫁するのでなく、しつけの問題は家庭

と学校が連絡を密にし、責任をもって育てるとい

う意識がぜひ必要である。

0万引きの事例報告では、子供が悪い事をしたのに

子供に謝らせないで親だけが菓子折を持って謝り

に来る。悪い事をした子供自身にきちんとけじめ

をつけない親の過保護が問題。子供達が多勢出入

りする大型商店では、先生も補導に入り、未然防

止の指導に当るべきでないか。

○統合化が進み大規模化された学校に問題が多いよ

うだ。小規模校は先生と生徒の関係がうまくいっ

ている。大規模校はどうしても日が行き届かない

とか、欠陥があるように思う。この問題点を洗い

出し、解決への努力が必要である。中学生位まで

は親の影響よりも先生からの影響の方が大きいと

思う。

★Bテーブル

発表者　小松三雄君

参加者　小松三雄．手塚　拓．迎田　稔．

飯白裕信．川村徳雄．染野　恒．

山口篤之助．高橋良士．板垣広志の各氏

○子供の非行の原因の多くは親・家庭にある。また

テレビなど社会的環境にも原因があるのでないれ

○家庭でのしつけが大切である。世の中はわがまま

な行動は許されないことを5才位までの幼児期に

しっかりとしつけることが家庭教育の基本である。

昔は子供の頃のけんかで痛みを知った。やってい

けないことも子供心に覚えた。兄弟も多く、現代

とは手のかかり方が違う。忍耐力、自律心なども

自然に養なわれたし、また宗教面でも先祖を敬う

心を仏に手を合せる親の姿から教えられた。日本

庭内牒摘録鋸整寮を瀾摘釣上針』豪う



人は倫理の問題が抜けている。子供には何の考え

もなく物を与えすぎる。外国人は子供とは妥協し

ない、きびしくしつける。

○社会の風潮では、子供がさわいでも親は知らんふ

り、廻りの人も無関心である。親も廻りの人も注

意することはきちんと注意する必要がある。また

親子のつながりが大切、自分の子供のことをよく

知っておくことが必要だ。子供と一緒にスポーツ

をやることもよい。スポーツをしている子供は、

一般に非行には走らないようだ。子供達は横のつ

ながりで遊ぶ、縦のつながりがなく、ガキ大将は

いなくなったようだ。マスコミは殺人場面を大き

く取り上げすぎる。深夜テレビの人命を軽んずる

ようなものの影響があるのでないか。学校の成績

が悪いからやる気を失って非行に走る。偏差値に

も起因している。中学校の先生にはプロ意識に欠

ける点があり、先生方もまとまりが悪い。もっと

連帯して前向きに取り組むことを期待する。道徳

教育は一部反対の声もあるが、人間の道という基

本に立って必要だと思う。

★Cクリレープ

発表者　阿蘇司朗君

参加者　佐藤陸雄．阿蘇司朗．新穂光一郎．

石井敬一．今野清一．石川寿男．

石塚敏彦．松田貞夫．若生恒吉の各氏

○非行の実態はかなり低年令化している。万引きに

しても、必ずしも金品に恵まれない者ばかりでな

く、自己を顕示したい、変ったことをやりたいと

いう自分の不満や悩みを大人に訴える行動でもあ

る。家庭や学校で早く発見し手を打つことが必要

であろう。暴走族もその例で、エネルギ1のはけ

＼　J

口を見つけてやれればよい。交通安全協会など中

心になってサーキット、モトクロスなど場所を作

ることも考えてはどうか。

0子供は干渉されたくないという反発心も強く持っ

ていることを知っておかねばならない。悩みは友

達に話す場合が一番多く、次で母親で、先生や父

親というのは少ない。先生も尊敬されるよう努力

してもらいたい。父親も関心不足ではないか。家

庭にしろ学校にしろもっと子供に接触する環境を

よくすることが必要である。家庭内のコミュニケ

ーションが大切である。金品を与え放任している

ことに問題が発生しやすい。挨拶の仕方、善悪の

区別、公平な扱いなど人間形成の基本は小さいう

ちからきびしくしつけることが必要で、特に3才

位までが大事である。

○コマ】シャルに一言「こんな事をやっていたらお

父さんみたいになるよ……」これはやめてもらい

たい。世の中のお父さん族もしっかりしないと問

題は解決しないと思う。

★Dグループ

発表者　斎藤　隆君

参加者　中田敏和．斎藤　隆．三井　健．

黒谷正夫．森田清治．中村富昭．

中野清吉．富樫艮吉．渡部利夫．

本山　弥の各氏

○非行の根源は家庭にあるのではないかという意見

が最初に出た。ではどういう家庭から非行に走る

子供が出るのか考えてみると、愛情のない家庭に

多いということ、また愛情があり過ぎる弱愛では

決して許されるものではない。子供を立派に育て

るには豊かな愛情としっかりしたしつけが必要で



ある。また父親の権威が薄れてきたことも原因の

一つだという意見もあり、戦前の家庭は父親の鶴

の一声ですべて決められていたが、戦後は特に母

親が過保護になりやすく、子供のいいなりになる

傾向がある。家庭は父親が権威をもって中心とな

っていく方がよいのでないか。

最近、少年の非行年令が高校生から中学生・小学

生と低年令化してきている。先生に対する暴力や

集団リンチなど毎日新聞紙上をにぎわしている状

態である。昔から子供とけんかはつきものだが、

現代の子供はけんかの仕方を知らない。突組合い

のけんかもしたが、ルールみたいなものがあり、

年少者や女の子はいじめない。みんなで一人をい

じめない。石や棒などは使わない、げんこつだけ

のけんかであった。したがって、あまりしこりも

残らず仲よしになることが出来た。現代の子供は

テレビの影響もあって集団リンチや相手に大けが

をさせるなど限度を知らない、エスカレートする

傾向がある。「三つ児の魂百まで」のたとえのよ

うに、幼児期のしつけをしっかりしておくことが

子供を育てる基本と考える。

★Eグループ

発表者　工藤弘道君

参加者　秋野　忠．工藤弘道．板垣俊次．

加藤　寛．佐々木栄一．鈴木弥一郎．

丹下誠四郎．張　紹淵．諸橋政境の各氏

○学校教育については、国の教育方針に人の基本と

なる「心」の教育がない。6・3・3制に問題が

あるのではないか。義務教育は最少眼にとどめ、

勉強したい者だけが学校にいく方がよいと思う。

一方、学校当局、先生が生徒（非行少年）に対し

真正面からぶつかっていない。先生と生徒の関係

は友達付き合いだけでなく、けじめをつけて、非

行を犯した者には厳しく真剣に取り組むべきであ

る。

0家庭教育について、しつけは、ものわかりのよい

親、家庭が多く、小さい頃からのしつけがなおざ

りにされている。感謝の心、他人への思いやりの

心、お互い理解し合う心を青くむべきだ。物事に

感動する心が足りない。無関心、しらけ人間にな

らないよう育てる。

0社会の風潮として、物が豊富で便利な社会だが、

反面自分の欲望が満されない不満から、すぐ万引

き、暴力など非行に走る。学歴社会が受験戦争へ

子供達をかりたてている、ついていけない子供が

多くいる。マスコミによる情報が無差別に子供達

を直撃している。安易な欲望社会の風潮が子供達

の背後にあることを認識しなくてはならない。

。家庭・学校・社会の三者が一体となってこの間題

に取り組んで行くことが、今もっとも必要なこと

ではないか。このテ1ブルに現場の先生方を交え

て意見交換をしてみたらどうか提案したい。

★Fグループ

発表者　大森健司君

参加者　大森健司．三井賢二．手塚林治．

市川輝雄．早坂徳治．風間真一．

松田士郎．佐藤順治．鈴木善作の各氏

0市の児童・生徒の問題行動の中で、一番多い万引

きについての議論が中心になった。万引きの原因

動機が遊び、好奇心、スリルで行っていて、罪の
、意識が薄い。そして非常に手口が巧妙になって、

二人以上でグループ化した犯行で、他のグループ



と競っているようでもある。犯行の現場を見つけ

て注意してもなかなか犯行を認めず、ますます反

抗的になる。親に通報しても弁償してもらうが、

「うちの子は小遣い銭に困っていないはずである」

とか、自分の子供の罪に対する連帯責任が薄い。

学校教育でも昔のように「修身」課程がなく、ま

た各家庭も核家族化が進んで、自分の先祖を敬う

習慣が年々とぽしくなっている。親が一生懸命先

祖に向って拝んでいる姿をみれば、子供だって自

分の家庭について自信を持って行動するはずであ

る。学校教育についても、ただ有名校の合格者数

を競うのでなく、精神面の教育に重点を置いて教

育する。非行の第一歩は服装に表われるので、制

服制帽の徹底とか、きちんとできる挨拶の励行等

自分の学校についてプライドを持たせる教育を徹

底すべきである。青少年の非行を防止するには、

家庭と学校、そして地域社会が一体となって進め

なくてはならない。万引きは犯罪であることをし

っかりと教えることである。

H　ま　と　め

青少年委員会委員長　津田晋介君

この企画は大変評判が

良い。委員会メンバーの

すぐれた企画力、実行力

が成功に導いたものと思

う。

報告を聞いて耳が痛か

った。それは私が非行の

経験者だからです。皆さ

んは品行方正な方々ですが、そうした立場から非行

少年の問題を論じておられる。私は非行少年の立場

から聞きました。かなりピントのはずれた意見もあ

りました。この間題を扱うなら非行少年の身になっ

て考えなくてはならないと思う。

私は旧制中学ですから、当時校則を犯して勝手な

ことをしました。同級生は誰も品行方正だという者

はいない。しかし旧中の5年間をかえりみて、良か

ったと思っている。品行方正に過した生徒には味わ

えない経験を重ねている。生徒の時代から経験を積

んでいるから、品行方正に過した人の立場から批判

しても通用しないと思う。

非行少年に対する親なり教師なりの立場はどうあ

るべきかを申し上げますと、一つのエビソートがあ

ります。私の友人で福島県会津中学を4年で病気の

ため中退した人がいる。しかし2年後病気回復。旧

制の浦和高校を受験したが落ちて予備校に入った。

そこで浦和高校は成績は長くても浪人者は入学させ

ないということを教えられた。一高受験を進められ

てパスした。結局浦和高校は2年浪人したという理

由でパス出来なかったが、始めから浪人を入れない

という発表をしていれば受験しないのに、だまって

受験生を落すことは、当時赤の学生が問題になって

いた。赤に走るのは浪人していた者が多い。したが

って入学させない。理由を発表することが出来ない

から落す。教育者はこれではいけないと思う。しか

しこうした態度が今の先生方にないだろうか。非行
】

†少年をいやな存在だとして避ける態度がないだろう

か。これが梶本問題だと思い雲す。非行少年も人間

である。人間としての価値を認めてやることが根本

的心構えであろうと思う。同級会でも非行少年であ

うた者の方が話題が豊富である。私は非行少年であ

ったことを誇りに思っている。

私の軍隊での経験であるが、当時23才で伍長の私

に対し、37才の上等兵は年長者で言うことをきかな

い。軍隊では階級一つの差は天地ほどの違いがあっ

たが、敬礼もしてくれない。いわばつっぼり兵であ

る。軍規からいえばとんでもないことで私も困った。

しかし自分から接触する以外にないと考え、敬礼を

自分の方からやったり、一緒に酒を飲むなどやって

いるうちに、次第に態度も改まり、何んでも言うこ

とをよく聞くようになり、敬礼もするように変った。

したがって、非行少年だからといって、これを敬遠

せず、彼に接触するということが基本であろう。先
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生もまた非行少年の存在があれば、やりがいがある

のではないだろうかこ　このように考えます。

臼　感　　　　想

石黒慶之助ガバナー

青少年の問題について私の考えを月信11号に述べ

てありますが、本日の発表を拝聴して、私の考えと

差がないように思いほっといたしました。『ロータ

リーの友』5月号に青少年問題について、カバー座

談会の模様が載っております。私も出席しておりま

すので、ぜひ一読下さい。

ライラ研修会について

鶴岡西R．C．大川俊一君

石黒ガバナーから庄内

地区でライラ研修会を実

したい。ついては鶴岡西

R．C．がホストクラブを引

き受けてはしいとの要請

を受けて、57年から準備

委員会を作り準備を進め

てきた。

5月1日2日3日の3日間「いこいの村庄内」で

開催する運びとなりました。プログラムはまだ出来

ませんが、鶴岡R．C．からも多勢参加いただき花を添

えていただくことになりました。研修生は現在90名

の登録があります。昨年までの反省もあり、むずか

しい話はかりでなく、楽しくやろうと自由時間も設

け、交流の場を計画しました。シンポジュームには

元オリンピック選手の中村昌枝さんも参加すること

になっております。よろしくお願いします。

10周年記念式典の報告

鶴岡R．AC．会長　清和由雅君

今日は例会の貴重な時間をいただき、4月23日か

ら24日にかけて行なわれた鶴岡ローターアクトクラ

ブの10周年記念式典の報告と協力をいただいたお礼

を申し上げます。

23日に出羽ホテルで行なわれたディナーをまじえ

た式典におきましては、大変おいそがしい時期にも

かかわらず、石黒ガバナーをはじめロータリアン、

OB、ローターアクター総勢43名もの参加者を数え

ることができました。遠方は会津若松、米沢、山形

からもロータリアン、ロータトーアクターの御出席を

いただきましたが、何よりもまして親クラブであり

ます鶴岡ロータリークラブからは中江会長、佐藤幹

事さんをはじめとして16名もの御出席をいただきま

した。このことに対しては現クラブ員一同非常にう

れしく思っているところであります。

24日は、当初記念講演を計画いたしておりました

が、種々の都合でとりやめとし、遠方の方々にも鶴

岡を知っていただくという意味を込めて、羽黒山を

中心とする観光に変更いたしました。これとは別に

鶴岡市の都合を伺った上で、しかるべき所への記念

植樹も計画中でありますので、御通知の際にはぜひ

出席をたまわりたいと思っております。また、記念

誌も現在製作中であり、まもなく皆様のお手元へ発

行できると思いますので、お読み下さるようお願い

いたします。

今回の式典におきましては、クラブ員の経験不足

もあり、何かと不手際がありました。先生方に対し

ましては失礼なこともあったと思われますが、この

経験を私どもは今後の活動の中にも生かしていくつ

もりでおりますので、今後とも御指導・御協力をお

願いいたしたいと思います。

今日は、先の10周年記念式に対する御礼と報告ま

で申し上げ、これで終りたいと思います。

（会長報車つ　中江亮君
04月23日出羽ホテルに於て鶴岡RA．C．の10周年記

念式典が行われましたが、石黒ガバナーもお忙し

い中を特にど出席されお祝いと激励をされました。

04月24日産業会館に於て、地区Ⅰ．C．指導者講習会

が開かれ、山形県区内7つのインターアクトクラ

ブの会員及び顧問教師、その他ロータリアンが多

数参加しました。回を経るにつれて、運営のしか

たが上手になって、効果をあげてきたように感じ

ます。石黒ガバナーの多彩など講話と、地区Ⅰ．C．

委員の田宮長二さん、染野高専校校長先生のお話

に会員は非常な興味を示していたようでした。

○鹿児島西R．C．の会員であられました故柴山さんの

奥様から、ご丁重なお礼状とお香料に対するお返



しのお茶が届いています。

o「鶴岡・ニューブランズウィック友好協会」が発

会されましたが、5月中旬に会員総会を控えて会

員の募集をしておりますが、この設立に当っては

市当局の要望で、当クラブが中心的役割を引き受

けることになったので、出費と多端の折とは存じ

ますが、会員の皆さんからはぜひど入会をお願い

いたします。いずれ山下さんからお願いしますが

よろしくお願いします。（一口2，000円です）

0仙台にど転勤になりました元会員の中江哲夫さん

からお礼のハガキが届いていますので、回覧しま

す。

0次年度のR．Ⅰ．会長のターゲットが正式に発表され

ました。

「みんなにロータリーを　みんなに奉仕を」

SHARE ROTARY SERVE ROTARY

（亘、事報号〕　佐藤元伸君

○例会変更のお知らせ

鶴岡西R．C．5月6日（金）の例会をライラ研修

会準備のため下記に変更

日　時　5月1日（日）午前11時

場　所　いこいの村庄内

0会報到着

鹿児島西R．C．　東白川R．C．

0朝日R．C．より創立10周年記念式典御案内

日　時　58年6月5日（日）午後1時より

場　所　朝日町中央公民館

登録料10，000円

。ガバナー月信11号8ページ「クラブ便り」に鹿児

島西R．C．の20周年記念式典に参加した記事が掲載

してあります。ご覧下さい。

（1壷員会報告〕

社会奉仕委員会
中　村富昭君

04月24日（日）112号バイパスの赤川堤の清掃作業

を行ないました。早朝7時から8時まで、会員お

よび家族の方、朝暢町の町内会の皆様と一緒に総

勢40名程で汗を流しました。トラック2台分のゴ

ミには一同驚ろかされました。

0庄内交通の協力で「ごみをすてない運動」の一言

をバスの車内放送で、鶴岡R．C．として呼びかけを

一年間実施することにいたしました。　　　　　　　　ヽ＿ノ

出　席委　員会
佐藤順治君

6月9日は当クラブの創立記念日にあたる。月曜

日であるが、当日か7日に例会を開く計画もあるの

で、この例会は100％の出席にしたいと企画してい

る。これには会員各位の協力なしには実現しない。

都合で欠席したら他のクラブにメイクするなど、目

標達成にぜひど協力下さるよう、重ねてお願いしま

（ゲ　ス　ト）

石黒慶之助ガバナー

清和由雅RAC会長

〔子‾ジタ二三）
○立川R．C．　　滝　　禅　源　君

。温海R．C．　　佐藤五石工門　君

阿　部　一　大　君

。鶴岡西R．C．　加　藤　有　倫　君

安　藤　修　平　君

菅　原　隼　雄　君

大　川　俊　一　君

（今週の担当者　今野清一）
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